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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）連続的した水性液相と、
　ｂ）少なくとも１ミクロンの平均粒径を有するポリマー粒子を含み、かつ硬化性または
重合性樹脂か、固化可能な熱可塑性ポリマーのいずれかから調製されるポリマー粒子を含
み、前記ポリマー粒子の外面がコロイド状固体材料を含みかつ前記ポリマー粒子はその中
に少なくとも１種類の化学薬剤が分布している、少なくとも１種類の分散固相と
を含む水性分散濃縮組成物。
【請求項２】
　前記化学薬剤が農薬有効成分である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記農薬有効成分が、固体を含みかつ分散固相内に分布しているか、あるいは液体であ
りかつ分散固相内に分布している、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記分散相が少なくとも１種類の非架橋性の可動性化学薬剤を含み、それにより前記分
散相からの前記化学薬剤の抽出が、前記有効成分の外部への拡散を可能にするやり方でそ
れを多孔質にするようにする、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記ポリマー粒子を構成する前記ポリマー分子は、それらが前記有効成分の外部への拡
散を可能にするように前記ポリマー粒子をより透過性にするやり方で、水に曝露した時に
水和する親水基を含有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　任意選択で各分散相が、前記有効成分の放出を遅らせるための拡散バリヤーとして働く
少なくとも１種類の非多孔質粒状無機材料を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記連続相（ａ）が、水と、実質的に水混和性の非水性液又は水溶性溶質とを含む、請
求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記連続相（ａ）が、少なくとも１種類の農薬有効成分をさらに含み、かつ前記有効成
分が、溶液、エマルション、ミクロエマルション、あるいはマイクロカプセルまたは微粒
子の懸濁液から選択される状態である、請求項２～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記コロイド状固体が、微粒子の形態の、かつ前記ポリマー粒子の表面に分布されるピ
ッカリング安定剤として機能する農薬有効成分を含む、請求項２～８のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項１０】
　各分散固相（ｂ）が、硬化したエポキシ樹脂ポリマー；硬化したフェノール樹脂ポリマ
ー；硬化したポリウレタンポリマー；硬化したポリ尿素樹脂ポリマー；硬化したアミノプ
ラスト樹脂ポリマー；ポリエステルまたはビニルエステル樹脂ポリマー；熱可塑性のポリ
スチレンまたはポリアクリラートポリマー、あるいは生分解性の熱可塑性ポリマーを含む
、請求項１～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項２～１０のいずれか１項に記載の濃縮組成物の有効量を水および液肥から選択さ
れる水性液状キャリアで希釈し、前記希釈組成物を植物種またはその場所に散布すること
によって、有害生物が前記植物種に蔓延するのを防除または駆除する、あるいは植物成長
を調節する方法。
【請求項１２】
　請求項２に記載の水性液分散濃縮液の製造方法であって、
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ａ）少なくとも１種類の農薬有効成分を、任意選択で少なくとも１種類の非架橋性の可動
性化学薬剤を含有する、任意選択で非多孔質粒状無機物を含有する、また任意選択で化学
硬化剤を含有する液状の硬化可能な、固化可能な、または重合可能な樹脂中に溶解または
懸濁させるステップ、
ｂ）前記溶液または懸濁液を、コロイド状固体エマルション安定剤および任意選択で化学
硬化剤を含有する水性液と一緒にし、前記溶液または懸濁液のエマルションを形成するの
に十分な機械的撹拌を施すステップ、および
ｃ）前記樹脂の硬化、固化、または重合を引き起こしてポリマー粒子の水性液分散液を生
成するステップであって、前記ポリマー粒子が、少なくとも１種類の農薬有効成分と、前
記ポリマー粒子の表面に分布したコロイド状固体とを含有する、ステップ
を含む、方法。
【請求項１３】
　請求項２に記載の水性液分散濃縮液の製造方法であって、
ａ）少なくとも１種類の農薬有効成分を、任意選択で非多孔質粒状無機物を含有し、また
任意選択で非架橋性の可動性化学薬剤を含有する揮発性溶媒に溶かした熱可塑性ポリマー
の溶液中に溶解または懸濁させるステップ、
ｂ）前記溶液または懸濁液を、コロイド状固体エマルション安定剤を含有する水性液と一
緒にし、前記溶液または懸濁液のエマルションを形成するのに十分な機械的撹拌を施すス
テップ、および
ｃ）熱を加えて前記揮発性溶媒を蒸発させてポリマー粒子の水性液分散液を生成するステ
ップであって、前記ポリマー粒子が、少なくとも１種類の農薬有効成分と、前記ポリマー
粒子の表面に分布したコロイド状固体とを含有する、ステップ
を含む、方法。
【請求項１４】
　請求項２に記載の水性液分散濃縮液の製造方法であって、
ａ）少なくとも１種類の農薬有効成分を、任意選択で非多孔質粒状無機物を含有し、また
任意選択で非架橋性の可動性化学薬剤を含有する熱可塑性ポリマーの溶融液中に溶解また
は懸濁させるステップ、
ｂ）前記溶液または懸濁液を、コロイド状固体エマルション安定剤を含有する水性液と一
緒にし、前記溶液または懸濁液のエマルションを形成するのに十分な機械的撹拌を施すス
テップ、および
ｃ）前記エマルションを冷却して前記分散相を固化し、それによってポリマー粒子の水性
液分散液を生成するステップであって、前記ポリマー粒子が、少なくとも１種類の農薬有
効成分と、前記ポリマー粒子の表面に分布したコロイド状固体とを含有する、ステップ
を含む、方法。
【請求項１５】
　ポリマー粒子であって、前記ポリマー粒子内に均一または不均一に分布するか、前記粒
子内にドメインの形で存在するかのいずれかである少なくとも１種類の封入された農薬有
効成分を含み、かつ前記粒子の外面領域がコロイド状固体材料を含み、かつ任意選択で少
なくとも１種類の可動非架橋性化学薬剤を含む、粒子。
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